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　今回我々は、ボディーソニック（体
感音響システム）による治療が不安を
軽減させる効果を持つ可能性について、
STAI、　血圧、　脈拍数を評価尺度と
して用い、検討を行った。　STA工と
は、　ある時点でその人がどの程度不安
状態にあるかを示す状態不安、　その個
人の持つ性格上の不安傾向をしめす特
性不安、　この両方を測定する質問紙法
である。
〈方法、対象〉被検者は健常男子11例
健常女子11例、患者16例。患者は分裂
病9例、　神経症3例、　躁うっ病2例、
その他2例であった。被検者は静観な
部屋に設置されたボディーソニックに
着座、15分間の療法（小鳥のさえずり
の音響を流し、音響にあった振動が与
えられた。）前後にSTAIの回答及び血圧、脈拍の測定が施行された。
〈結果〉血圧、　脈拍数に於いては特別
な変化はなかった。状態不安では健常
者、　患者共改善傾向がみられたが、特
性不安では逆にあまり変化がなかった。
状態不安が改善した者の中では、　特に
質問項目の中の「くつろいだ気持ちだ」
「満ち足りた気持ちだ」に於いて改善
した者が多かった。
〈考察〉ボディーソニックによる音楽
療法は、　状態不安の改善を計ることは
できるが、特性不安の改善は期待し得
ないと思われた。また、状態不安の改
善機序につき充分な知見は無く、プラ
セポ効果の可能性も否定できない。今
後は、　音響の選択、　振動の強弱等も考
慮に加え、どのようなケースにより有
効かを検討していきたい。
　今日の職場環境では多くのストレッサーの存在
が知られ、精神的健康管理（メンタルヘルス）の
重要性が指摘されている。しかし精神科医が、病
院の外へ出て企業と直接に関わるという機会はま
だ少ない。演者らは、某企業の事業所（A事業所
とする）の健康管理室で、精神科嘱託医として定
期的に週1回の勤務を行うという経験を得た。
　A事業所は従業員総数約2300人で、研究・開発
部門を主とするため、男性が9割近く、短大卒以
上の学歴者が約8割を占めている。今回は1989年
6月から1991年3月までの22ケ月間の精神科診療
実態を調査し、以下の結果を得た。①初診患者の
延べ数は39名（他に本人自身の受診に至らなかっ
た相談のみが4名）、1回の診療時間内の精神科受
診件数は平均3．2名であった。②受診回数は、1
回だけが14名で残り25名は複数回の受診であり、
うち10回以上の通院例は7名にみられた。③診断
区分としては、神経症圏が最も多く17名、次いで
感情病圏15名、分裂病圏4名であった。89年、90
年の新入社員は約350名であったが、受診したの
は適応障害を示した1名のみであった。④39名の
うち20名に向精神薬の投与を行った。
　今回の経験から、企業でのこのような産業精神
医学的な関与の利点として、早期発見、早期治療
につなげやすく、職場状況の把握や関係者との相
談や調整を行いやすい、継続的な治療が可能など
があげられた。一方、問題点としては、企業の嘱
託医という立場のため、受診者にプライバシー保
持に対する疑念や、強制的な診療というイメージ
を与えないような配慮が必要となり、時に受診者
と企業との間で板ばさみとなる場合が生じた。
　今日の職場の複雑かっ多様なストレッサーの存
在に対し、従来の画一的な管理、排除や選別では
対処困難であり、まず個々人に応じた相談や治療
から始めるのが現実的であり、その上で全体的な
ストレス・マネージメントへの発展が望まれる。
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